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1、ごあいさつ

食を通じて人々の暮らしに貢献する

ロイヤルデリカ株式会社は伊藤ハムグループの一員として1988年に創業し、大手コンビニエンスストア様

向けに調理パン・お惣菜・サラダ・軽食を日々製造出荷している会社です。

私たちの仕事は安全・安心な商品を毎日きちんとお店にお届けすることです。

そしてお買い求めいただいたお客様が「美味しい」と言ってくださることを何よりの喜びと思っております。

当社ではそういったお客様の声が聞きたくて商品開発、生産管理、品質管理、商品製造の各部門が力を

合わせてより良い商品づくりを目指し業務に励んでおります。

世の中の移り変わりに伴いコンビニエンスストアの在り方も変わってまいりました。いまでは地域社会に溶け

込み、小さなお子様からお年寄りまで幅広い方々にご利用頂き、まさに人々の暮らしを支える存在になりました。

私たちロイヤルデリカは『食を通じて人々の暮らしに貢献する』を社是とし、「おいしい食事」「安全・安心な食事」

を通じて、皆さまの日々の暮らしの中に喜び・楽しみ・感動をお届けできる会社になれるよう一層の努力をして

まいります。

ロイヤルデリカ株式会社　代表取締役社長

      企業目標

1、お客様から信頼される企業になること｡

1、質的Ｎｏ.１デイリーメーカーとなること｡

1、従業員の幸せな社会生活を支えること｡

1、会社の経営目標を達成すること｡

1、地域と協調し､広く社会に貢献すること｡
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2、環境経営方針、環境経営目標

私たちロイヤルデリカ株式会社は､安心 ･ 安全な食品をお客様

にお届けすることを責務とし､食品安全の実現には地球環境の

保全が最重要課題との認識のもと､生活の質の向上や自然の大

切さの啓発などの価値の再評価を心掛け､持続可能な社会の実

現に寄与すべく努力してまいります｡

働きやすい職場の実現を目指すなかで､創意工夫による衛生管

理の徹底と効率的な生産性向上を通して､以下の継続的な改善

を推進します｡

･ 生産の効率化による二酸化炭素排出量削減

･ 歩留向上による食品廃棄物削減

･ 洗浄方法の改善による水使用量削減

･ ＨＡＣＣＰによる衛生管理の徹底

･ 適用される環境関連法規等の遵守を誓約する

･ 環境保全に関する社内体制の構築と､従業員教育
  の徹底と意識向上に務める  

･ 電力､ガスによる二酸化炭素削減

･ 食品廃棄物発生抑制 ･ 食品リサイクル率維持向上

･ 水使用量削減

･ ＨＡＣＣＰによる衛生管理の強化

･ 事業継続計画（ＢＣＰ） の運用実施

･ 安全で安心ができる美味しくてヘルシーな商品開発

制定日 : 

ロイヤルデリカ株式会社　代表取締役社長
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3、組織の概要

代表者
ロイヤルデリカ㈱本社工場 代表取締役  木賀田  昌彦 ロイヤルデリカ㈱岡山工場

代表者補佐
取締役  田中 信行

内部監査員 内部監査員
(本社) 河原 吉信 (岡山) 岡田 善幸

環境管理統括責任者 環境管理統括責任者
工場長(本社)  塩谷 剛紀 工場長(岡山)  延原 常悟

環境事務局･環境管理担当者 環境事務局･環境管理担当者
岡田 善幸 河原 吉信
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4、事業の紹介

(１) 事業者名及び代表者名

ロイヤルデリカ株式会社
代表取締役社長       木賀田   昌彦

(２) 所在地

本社工場
〒３７０－０８８４     群馬県高崎市八幡町 ４０９
電話 : ０２７－３４４－２２２２  (代)

岡山工場
〒７０９－０８５２     岡山県岡山市東区瀬戸町肩脊 １３２０－３
電話 : ０８６－９０８－００１１  (代)

(３) 環境管理統括責任者･環境管理担当者氏名

     本社工場 環境管理統括責任者      工場長      塩谷  剛紀

環境管理担当者             本社工場購買部環境担当 
岡田  善幸

     岡山工場 環境管理統括責任者      工場長      延原  常悟

環境管理担当者             岡山工場生産管理部工務課  
河原  吉信

(４) 事業内容
コンビニエンスストア向けの惣菜･軽食･調理パン
などの開発･製造

(５) 事業の規模
本社工場     従業員 ４４８名          延べ床面積 ６,３０７ ㎡
岡山工場     従業員 ４９１名          延べ床面積 ６,４３４ ㎡
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5、役割･責任･権限

役割 ･ 責任 ･ 権限
代表者 (代表取締役社長) ･環境経営に関する統括責任

代表補佐 (取締役) ･環境経営システムの実施に必要な人､設備､費用､時間等経営資源を準備

･環境管理責任者を任命

･環境経営方針の策定･見直し

･環境経営目標･環境経営計画書を承認

･代表者による全体の評価と見直し､指示

･環境経営レポートの承認

統括環境管理責任者 ･環境経営システムの構築､実施､管理

･環境関連法規等の取りまとめ表を承認

･環境経営目標･環境経営計画書を確認

･環境活動の取組結果を代表者へ報告

･環境レポートの確認

環境事務局 ･環境管理責任者の補佐､の事務局

･環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

･環境経営目標､環境経営計画書原案の作成

･環境活動の実績集計

･環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

･環境関連法規等取りまとま表に基づく遵守評価の実施

･環境関連の外部コミュニケーションの窓口
･環境経営レポートの作成､公開(事務所に備え付けと地域事務局への送付)

環境管理担当者 ･環境経営計画の審議

･環境に関する内部監査の実施･報告

部署担当者 ･自部門における環境経営方針の周知

推進者 ･自部門の従業員に対する教育訓練の実施
･自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

･自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
･自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
･試行､訓練を実施､記録の作成
･自部門の問題点の発見､是正､予防処置の実施

内部監査員 ･環境に関する内部監査の計画
･環境に関する内部監査の実施･報告

全従業員 ･環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
･決められたことを守り､自主的･積極的に環境活動への参加
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6、主な環境負荷の実績（本社工場）

(本社工場)

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量
一般廃棄物排出量
産業廃棄物排出量
食品廃棄物排出量
使用水使用量

7、環境経営目標 (基準年の環境負荷と目標)

    環境経営計画､環境目標の実績､取組結果とその評価及び次年度の取組内容　（本社工場）

(目標   2022年度､各項目基準年度より目標1％削減､食品廃棄物再資源化実施率は100%)

単位

kWh
kWh/百万円

kg-CO2
kg-CO2/百万円

kg
kg/百万円

kg-CO2
kg-CO2/百万円

Ｌ
Ｌ/百万円

kg-CO2
kg-CO2/百万円

kg-CO2
kg

kg/百万円

kg
kg/百万円

kg
%

kg/百万円

㎥
㎥/百万円

工場 判定
電気使用量 電気使用量

kWh ○ kWh
基準年比 94.3%

原単位（使用量） 原単位（使用量） ・排水処理施設ブロワー、ポンプインバーター制御。

kWh/百万円 ○ kWh/百万円 ・差圧冷蔵庫、台数制限。（昼帯）

基準年比 97.8% ・事務所、会議室の照明に個別スイッチ取付け。

二酸化炭素排出量 二酸化炭素排出量
kg-CO2 ○ kg-CO2

基準年比 94.3%
原単位（ＣＯ2） 原単位（ＣＯ2）

kg-CO2/百万円 ○ kg-CO2/百万円

基準年比 97.8%
ＬＰＧガス使用量 ＬＰＧガス使用量

kg ○ kg
基準年比 98.7%

原単位（使用量） 原単位（使用量）
kg/百万円 × kg/百万円

基準年比 102.4%
二酸化炭素排出量 二酸化炭素排出量

kg-CO2 ○ kg-CO2 【次年度取組内容】

基準年比 98.7%
原単位（ＣＯ2） 原単位（ＣＯ2）

kg-CO2/百万円 × kg-CO2/百万円

基準年比 102.4%

※ 電力､二酸化炭素排出係数　　Ｒ2年度実績　Ｒ4.1.7　環境省・経済産業省公表、Ｒ4.2.17　一部修正、Ｒ4.7.14　一部追加・更新
本社工場 東京電力エネジーパートナー(株) 二酸化炭素排出係数 0.443
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・未使用機器の空運転が多い為指導したが、空運転状態
の

47.58

基準年比1%減

100%
79.49

2,994,699
302.00

135,935

　生産機器が目立つ。

2,964,141

81.13

原単位（発生量）
発生量

発生量

1,390,163

314.80

100%
発生量

再資源化実施率

48.07

81.95

220,352
54.24

137,322
29.96

371,901 368,145

53.70
251,168

215,901
54.79

原単位（発生量）

182,604
39.84

110.31

3,055,815

1,356,4091,398,360
295.90

109.19

38.64
516,000

1,370,3931,384,376

3,025,257
305.05

上記二酸化炭素排出量合計
298.95

318.52

・各事務所の窓、生産機器に保温材取付け。

・コンプレッサー吹出し圧力調整。

・省エネ診断を受け、省エネ対策案を実施。

134,548

活動計画 評価 目標

【取組内容】

評価及び次年度取組内容

48.56

基準年比1%減

29.65 29.35

100%

248,656一般廃棄物
53.15

原単位（ＣＯ2）

原単位（使用量）

2022年度 実績

12.8813.15
177,126

【次年度取組内容】

178,952

・未使用機器の空運転が多い。

・生産機器及び設備の部品の選定強化。（省エネタイプに）

・未使用機器の空運転がある為、教育を行う。

・売上減の為使用量は減少したが、原単位は減少ならず。

218,126
47.10

・更新時期のある空調機入替を検討。

・都市ガスへの燃料転換予定（2024年3月頃）

505,680

364,388
100%

80.31

500,520

180,778
39.44

321.74
使用量

原単位（ＣＯ2）

3,090,817
項目 単位

953,892

ｋｇ

60,868

732,778

983,946

315.30
60,259 59,651
318.52

1,445,354

目標
2023年度

13.28

3,262,650

518,316
371,224 375,658 294,484

111.44

目標

ｋｇ－ＣＯ２

726.27原単位（使用量）

原単位（ＣＯ2）

ｋｇ
ｋｇ 257,855

㎥

ｋｇ

二酸化炭素排出量

目標
2022年度

251,168

13.01

39.04
510,840

食品廃棄物 375,658

Ａ重油

696,037

1,460,103
312.09
59,042

使用量

廃プラ

項目

電気 使用量

二酸化炭素排出量

本社工場
基準年度

243,633246,145

2021年度
3,329,235

1,474,851

3,295,943

ＬＰＧガス

原単位（使用量）
二酸化炭素排出量

112.57

電力による使用量･二酸化炭素削減

化学物質使用量

本社工場

・設備の定期点検と予防保全の実施。 基準年比1%減
･排水処理施設ブロワー、ポンプインバータ制御

使用水

・空調機のフィルターの定期的清掃･交換。

基準年比1%減

本社工場
・空調温度の適正化（事務所等：冷房２7℃　暖房２
２℃）。                           ･製造現場空調機の温度確
認。

活動項目 ･ 取組内容

1,460,103

2022年度

3,295,9433,138,066

・不要照明の消灯。

使用量

洗浄　・　洗濯に使用するためと、少量使用のため目標に掲げません

30.26
138,709

ＬＰGガスによる使用量･二酸化炭素削減

本社工場

60,259

基準年比1%減

基準年比1%減

40.80

・生産機器稼働状況確認。

39.44

・生産機器業者による定期点検。

13.60

【取組内容】

60,064

180,192 180,778

13.15

基準年比1%減

本社工場

基準年比1%減

･GHP空調機の業者による点検。

719.01 711.75 704.48

原単位（使用量）

710.60 719.01

2024年度
3,229,358

1,430,606

150,879 139,028 119,877

2020年度

222,578
原単位（発生量）

2022年度
3,061,250

725,208
206,892

2,731,117
2021年度



工場 判定
Ａ重油使用量 Ａ重油使用量

Ｌ ○ Ｌ
基準年比 82.7%

原単位（使用量） 原単位（使用量）
Ｌ/百万円 ○ Ｌ/百万円

基準年比 85.9%
二酸化炭素排出量 二酸化炭素排出量

kg-CO2 ○ kg-CO2 【次年度取組内容】

基準年比 82.7%
原単位（ＣＯ2） 原単位（ＣＯ2）

kg-CO2/百万円 ○ kg-CO2/百万円

基準年比 82.7%
一般廃棄物発生量 一般廃棄物発生量

kg ○ kg
基準年比 82.4%

原単位（発生量） 原単位（発生量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 85.5%
廃プラ廃棄物発生量 廃プラ廃棄物発生量

kg ○ kg
基準年比 81.2%

原単位（発生量） 原単位（発生量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 84.2%

食品廃棄物発生量 食品廃棄物発生量
kg ○ kg

基準年比 78.4%
再資源化実施率 再資源化実施率

% ○ %
基準年比 100%

原単位（発生量） 原単位（発生量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 81.4%
使用水使用量 使用水使用量

㎥ ○ ㎥
基準年比 86.2%

原単位（使用量） 原単位（使用量）
㎥/百万円 ○ ㎥/百万円

基準年比 89.5%

※ 食品廃棄物発生量内訳
本社工場 2021年度 食品残渣 (製造ロス) 188,960 kg  肥料･ﾊﾞｲｵｶﾞｽ・飼料 2022年度 食品残渣 (製造ロス) 108,550 kg  肥料･ﾊﾞｲｵｶﾞｽ・飼料

廃油 45,960 kg  ｲﾝｸ類 廃油 47,460 kg  ｲﾝｸ類

減量 140,738 kg 減量 138,474 kg

合計 375,658 kg 合計 294,484 kg

(本社工場)
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★環境への取組み

本社工場

・生産に支障がない箇所の水量調整

302.00

1,384,376

・蒸気配管保温ジャケット取付。

評価及び次年度取組内容

基準年比1%減 ・蒸気配管見直し（電動弁取付）により、使用量削減。

・配管ラッキング破損が見られる。

・都市ガスへの燃料転換予定（2024年3月頃）

111.44

基準年比1%減

基準年比1%減

510,840

・野菜室、異物除去洗浄機撤去による使用水使用量減少。

・節水の呼びかけ強化。

294,484

・分別の徹底ができている。

・ショーレックス、ゴミ袋、手袋等のビニール類のサイズ及び

　厚みの変更。

基準年比1%減

220,352

　余る原材料が減少傾向になる。

・原材料の発注量を見直しを実施した為在庫が少なくなり、

基準年比1%減

基準年比1%減

基準年比1%減

54.24

・カミナシ運用の効果あり。

・社販の売れ残りが減少。

【次年度取組内容】

・カミナシ運用の拡大。

・加熱室で、お湯を流しっぱなし状態があり。

活動計画 目標

Ａ重油による使用量･二酸化炭素削減

2022年度

426,800

1,156,628

・蒸気配管の点検､保温。

・蒸気圧力の確認。

96.65

活動項目 ･ 取組内容 2022年度 実績
評価

･ボイラ業者による定期点検。

252.32

本社工場

【取組内容】

･蒸気使用機器の確認(未使用機器)。

本社工場

化学物質使用量

【取組内容】

・コピー用紙使用済の裏面再利用。

・ペーパーレス化(帳票類電子化､カミナシ)。

･マニュアル通りの工程を行っているか調査。

使用水の削減

・作業工程の確認強化及び歩留管理強化。

基準年比1%減

・生産工程の歩留り管理の徹底。

・野菜残渣以外の食品残渣が生ゴミ処理機で処理できるか検討。

119,604

【次年度取組内容】

基準年比1%減

・製造ミスが発生しないよう製造工程の管理強化をはかる。

・野菜残渣以外の食品残渣を生ゴミ処理機で処理。（パスタ）

・生産ミスによる食品廃棄があり。

【次年度取組内容】

100%
基準年比100% ・売上減の為、食品廃棄物が減少。

基準年比1%減

48.07
・ブロッコリーの箱を焼却用からリサイクルビニール処理へ変更。

【次年度取組内容】

・焼却用廃プラを再分別しリサイクルビニールへ。

・分別の徹底。

本社工場

・カミナシ運用の拡大。

一般廃棄物削減

本社工場

206,892

･処理単価交渉

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

27.08 29.96

・コピー用紙使用済の裏面再利用。

基準年比1%減

137,322

本社工場

・節水の呼びかけ、表示。

371,901

・ペーパーレス化(帳票類電子化､カミナシ)。

100%

【取組内容】

本社工場

廃プラ廃棄物の削減

【取組内容】

本社工場

･野菜残渣､生ゴミ処理機での減量。

・分別の徹底。

本社工場

180,636

・製造ロスの削減。

･社販販売による食品廃棄物の削減。

46.85

本社工場

248,656【取組内容】

洗浄　・　洗濯に使用するためと、少量使用のため目標に掲げません

・ルール通りの分別を発見したら、現場へフィードバック。

81.1366.68

40.90

・水道配管からの漏水を定期的に点検。

本社工場

基準年比1%減

生ゴミ処理機本体

（庫内タンクでバイオ分
ディスポーザー

（食品廃棄物粉砕）

送水

食
品
廃
棄
物
量
削
減

結果



（本社工場）

8、環境活動（本社工場）

（本社工場）

       1-1､エコアクション教育 1-2､エコアクション教育 　　　  2-1､表彰（雇用） 　　2-2､表彰（品質）

　     3-1､工場周辺清掃  3-2､工場周辺清掃 　　　  5-1 産業廃棄物処理業者視察 　　5-2 産業廃棄物処理業者視察
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使用量･発生量推移
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9、緊急事態対応訓練（本社工場）

    　6-1､消防訓練 （夜帯） 6-2､消防訓練 （夜帯）    　　　 6-3､消防訓練 （昼帯）  　　6-3､消防訓練 （昼帯）

    7-1､油類流出事故対応訓練 7-2､油類流出事故対応訓練     　　　8-1､排水処理施設事故対応訓練 　　 8-2､排水処理施設事故対応訓練 

本社工場　・　岡山工場　 事業継続計画（ＢＣＰ）の運用実施

★目的 （事業継続計画書の作成）
工場の操業継続を脅かす事態が発生した場合に、当社経営および取引先ならび消費者への影響を最小限に留めることを目的として、
操業の早期復旧・継続に向けた有事の対応態勢と行動手順、および平時の運用体制を定めたものである。

★基本方針
1. 当社従業員および全ての関係者の安全確保を最優先に判断し、行動する。
2. 二次災害の防止に努め、当社拠点の近隣地域に迷惑をかけないようにする。
3. 取引先と密に連携し、商品の早期供給再開や供給継続を図る。

★有事の態勢
事業継続を脅かす事態が発生したら災害対策本部を設置し、各メンバーは事業継続のための行動を行う。
（地震　・　風水害　・　感染症　・　大規模システム障害）

★訓練及び点検・見直し・改善
事業継続計画書の実効性を高めるため訓練を実施し、年1回以上本計画書の点検・評価をし、改善が必要な事項は計画的に改善する。

本社工場　・　岡山工場 ＨＡＣＣＰによる衛生管理の強化

お客様に「安全」で「安心」な商品をお届けするためにＨＡＣＣＰの理念に基づいた衛生管理を行っています。
原材料入荷から製品出荷まで決められた衛生管理基準をクリアした商品を出荷しています。

★ 製品の殺菌検査のほか機械、器具の拭き取り検査を行い管理基準から逸脱していないかチェックしています。
実績 検査の結果数値が良くない場合、現場へフェイ―ドバックし改善を実施し再度検査を行う。検査の強化を行う。
評価 改善され、良い状態を維持できている。

★ 入室時に作業者の健康チェックを行うとともにローラー掛けにて毛髪などの異物となるものを除去の強化をしています。
また、製品の新鮮さを維持するために各部屋の温度管理を徹底しています。

実績 入室時に毛髪付着者に対して、ローラー掛け方の指導を行っています。
各部屋のドアの開放をしないよう教育を行う。

評価 入室時に毛髪付着者にならないよう、前室にてローラー掛けをルール通りするようになった。
意識が高まり、ドアの開放をしなくなった。作業者同士で注意し合えるようになった。

★ 取引き先で開催しているＨＡＣＣＰ研修会に参加
実績 階層別のＨＡＣＣＰ研修会に参加
評価 研修会で得てことが、現場で活かせるようになった。作業者へのわかりやくす教育できるようになった。

11ページ

（本社工場）



10、主な環境負荷の実績（岡山工場）

(岡山工場)

二酸化炭素総排出量
廃棄物排出量
一般廃棄物排出量
産業廃棄物排出量
食品廃棄物排出量
使用水使用量

11、環境経営目標 (基準年の環境負荷と目標)

     環境経営計画､環境目標の実績､取組結果とその評価及び次年度の取組内容　（岡山工場）

(目標   2022年度､各項目基準年度より目標1％削減､食品廃棄物再資源化実施率は95%)

単位

kWh
kWh/百万円

kg-CO2
kg-CO2/百万円

kg
kg/百万円

kg-CO2
kg-CO2/百万円

kg-CO2
kg

kg/百万円

kg
kg/百万円

kg
%

kg/百万円

㎥
㎥/百万円

工場 判定
電気使用量 電気使用量

kWh ○ kWh
基準年比 91.5%

原単位（使用量） 原単位（使用量）
kWh/百万円 ○ kWh/百万円

基準年比 95.1%
二酸化炭素排出量 二酸化炭素排出量

kg-CO2 ○ kg-CO2
基準年比 91.5%

原単位（ＣＯ2） 原単位（ＣＯ2）
kg-CO2/百万円 ○ kg-CO2/百万円

基準年比 95.1%
ＬＰＧガス使用量 ＬＰＧガス使用量

kg ○ kg
基準年比 91.1%

原単位（使用量） 原単位（使用量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 94.6%
二酸化炭素排出量 二酸化炭素排出量 【次年度取組内容】

kg-CO2 ○ kg-CO2 ・サーモグラフィーを購入して、配管の放熱箇所を見つけ

基準年比 91.1%
原単位（ＣＯ2） 原単位（ＣＯ2）

kg-CO2/百万円 ○ kg-CO2/百万円

基準年比 94.6%

※ 電力､二酸化炭素排出係数　　Ｒ2年度実績　Ｒ4.1.7　環境省・経済産業省公表、Ｒ4.2.17　一部修正、Ｒ4.7.14　一部追加・更新
岡山工場 （株）エネルギアソリューションアンドサービス二酸化炭素排出係数 0.595
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・8月よりボイラーの間引き運転を実施（1週間ごとに1台停止）

　活用する事。

洗浄　・　洗濯に使用するためと、少量使用のため目標に掲げません

原単位（発生量）

119.46
95%

121.92

885.72
・内番洗浄機の温度管理、自販機撤去、保管庫の照明管理。

120.69

793,705

5,278,558 5,708,490

123.15

評価

6.29 6.23 6.16

活動項目 ･ 取組内容
電力による使用量･二酸化炭素削減

岡山工場

ＬＰGガスによる使用量･二酸化炭素削減

食品廃棄物

一般廃棄物

二酸化炭素排出量

785,768 777,831

原単位（ＣＯ2） 259.54 256.94

原単位（使用量） 86.51
ＬＰＧガス 使用量

85.65

㎥

2020年度

ｋｇ
1,084,905

化学物質使用量

使用水

電気

532.33

888,580
1,028,884

使用量
876.78原単位（使用量） 894.67 885.72

3,362,243

148,072 125,606

557,569

1,156,235

基準年度 目標 目標

5,766,152

ｋｇ 66,500

廃プラ
137.87

発生量

項目
岡山工場

ｋｇ－ＣＯ２ 5,962,371

730,139
ｋｇ

540,842

2021年度 2022年度 2023年度

二酸化炭素排出量 3,430,860 3,396,552

39,314
133.74

岡山工場
・LED照明器具の入れ替え

基準年比1%減

143,630

2022年度 実績 2022年度
・工務課が作成した機器別電気使用量リストを

506.00

850.42
基準年比1%減

・資材課は保管庫の開けっ放しが多いので対策をお願いします。

145,111

・設備不使用時の電源OFF

基準年比1%減 ・まだＬＥＤ照明への入替が進んでない箇所があるので、・事務所、会議室、食堂、更衣室の室内温度管理。

　入替を進める事。

39,719
136.49 135.11

1,639,253

活動計画

40,530

5,103,567

1,622,5261,672,707

6.10

上記二酸化炭素排出量合計 5,001,496

原単位（発生量）
95% 95%

22.97 22.74 22.52 22.29

目標
評価及び次年度取組内容

95%

目標

5,708,490 5,650,829

527.01

879,694

83.92

4,950,460
251.75

84.78
546,418
521.68

5,593,167
867.83

5,052,532

1,655,980

516.36
3,327,935

2024年度

・ボイラーの運転状況、蒸気の供給圧力の見直し

245.42

基準年比1%減

256.94

1,523,319

岡山工場

基準年比1%減 　取り組みを行う。

基準年比1%減・蒸気漏れ箇所調査及び修繕

原単位（発生量）

発生量

原単位（使用量）

・エアーの供給圧力の見直し 3,140,742 3,396,552

81.81

【次年度取組内容】

【取組内容】

・ボイラーの台数制御実施、効果が出ている。

507,773 551,993

基準年比1%減
527.01

・ＬＥＤ照明の入替で成果が出てきている。

基準年比1%減

1,655,980

・保管庫の扉開放見回り　終業時の保管庫の消灯

【取組内容】

ｋｇ

原単位（ＣＯ2）

項目

再資源化実施率

発生量 888,580

単位

40,125

870,808

769,894

148,000

2021年度

1,815,044

728,115

2,768,684
5,110,650

793,705

4,670,671

1,739,800

2022年度

2,044,815

85.65
岡山工場

・保温工事強化

・除湿器の定期清掃による負荷低減

・品質管理室の室内温度管理

使用量 148,072 146,591

254.34

861,923

551,993



工場 判定
一般廃棄物発生量 一般廃棄物発生量

kg ○ kg
基準年比 82.2%

原単位（発生量） 原単位（発生量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 85.3%
廃プラ廃棄物発生量 廃プラ廃棄物発生量

kg ○ kg
基準年比 93.7%

原単位（発生量） 原単位（発生量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 97.3%

食品廃棄物発生量 食品廃棄物発生量
kg ○ kg

基準年比 91.7%
再資源化実施率 再資源化実施率

% ○ %
基準年比 100%

原単位（発生量） 原単位（発生量）
kg/百万円 ○ kg/百万円

基準年比 95.3%
使用水使用量 使用水使用量

㎥ ○ ㎥
基準年比 84.8%

原単位（使用量） 原単位（使用量）
㎥/百万円 ○ ㎥/百万円 ・データをよく分析して、何が原因かまで追求し対策を

・製造機器の使用水量モニタリングによる適正使用量管理 基準年比 88.1%

※ 食品廃棄物発生量内訳
岡山工場 2021年度 食品残渣 (製造ロス) 755,280 kg  ﾊﾞｲｵｶﾞｽ 2022年度 食品残渣 (製造ロス) 702,290 kg  ﾊﾞｲｵｶﾞｽ

廃油 38,425 kg 燃料･還元剤 廃油 25,825 kg 燃料･還元剤

減量 0 kg 減量 0 kg

合計 793,705 kg 合計 728,115 kg
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基準年比1%減

活動計画

基準年比1%減 　の使用量が減少。

評価及び次年度取組内容
活動項目 ･ 取組内容 2022年度 実績

一般廃棄物の削減

136.49 ・引き続き、分別の徹底

岡山工場

・コピー用紙の削減（両面、2ＩＮ1・4ＩＮ1印刷、裏紙使用） 【次年度取組内容】

・裏紙使用で効果あり。

879,694 ・各部署のゴミ分別が正しく行われている為、半透明ゴミ袋

2022年度

【取組内容】 37,970

評価

・コピー用紙の削減（両面、2ＩＮ1・4ＩＮ1印刷、裏紙使用） 117.63

目標

岡山工場 基準年比1%減 ・各部署のゴミ分別が正しく行われている為、半透明ゴミ袋

・コピー用紙リサイクル 　の使用量が減少。
・調味室内調味台車キャスターの交換時オイルメンテナン
ス 6.12 6.23 【次年度取組内容】

岡山工場

40,125

・引き続き、分別の徹底

使用量･発生量推移

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上 ・歩留を変更を行い、無駄な原材料の出庫が減少。

【取組内容】 728,115 785,768 ・製造部と生産管理部の連携が取れてきて、食品廃棄物が

岡山工場 基準年比1%減 　減少。

・レシピ通りの盛付を徹底し廃棄量を管理して削減

・歩留まり管理（ロットテストの結果を反映） 95% 95%
基準年比100% 【次年度取組内容】

化学物質使用量

・工場全体の給水圧力の見直し

岡山工場 洗浄　・　洗濯に使用するためと、少量使用のため目標に掲げません

・タイマーによる給水の制御をおこなう

・資材課はゴミ袋の管理を徹底する事。

125,606 146,591

【次年度取組内容】

基準年比1%減

岡山工場

・節水に関しては、製造部を中心によくできています。

基準年比1%減

20.24 22.74
　して下さい。

（岡山工場）

岡山工場

・裏紙使用で効果あり。

【取組内容】 730,139

岡山工場
・見込みロス軽減

・引き続き、歩留管理の徹底。

117.31 121.92
基準年比1%減

【取組内容】

岡山工場

・コピー用紙リサイクルによる、透明ゴミ袋の削減 基準年比1%減
・フィルムの芯、卵の受け皿をダンボールとして分別

廃プラの削減

使用水の削減
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12、環境活動（岡山工場）

（岡山工場）

     1-1､エコアクション教育  1-2､エコアクション教育          2-1､工場周辺清掃        2-2､工場周辺清掃

       2-3､工場周辺清掃   3-1 産業廃棄物処理業者視察          3-2 産業廃棄物処理業者視察        3-3 産業廃棄物処理業者視察

13、緊急事態対応訓練（岡山工場）

（岡山工場）
    　　4-1､消防訓練 4-2､消防訓練 　　　　　4-3､消防訓練 　　4-3､消防訓練 

　　　  5-1､油類流出事故対応訓練 5-2､油類流出事故対応訓練   　　　　6-1､排水処理設備事故対応訓練 　　　6-1､排水処理設備事故対応訓練 

 ボイラー             ボイラー
 ×3台 　　　　　×1台
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★環境への取組み

台数制御
結果
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14、環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

関連法規遵守状況確認を､2022年3月31日に実施しました｡

本社工場 岡山工場

・一般廃棄物収集業者の許可の確認 遵守 遵守

・産業廃棄物収集運搬・処分業者の許可の確認、契約 遵守 遵守

・保管基準 遵守 遵守

・マニフェスト交付 遵守 遵守

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 遵守 遵守

・処理状況の確認 遵守 遵守

･再資源化率の目標の達成を目指す 遵守 遵守

･定期報告義務 遵守 遵守

･特定施設の事前届出 遵守 遵守

･地域別騒音基準の遵守 遵守 遵守

･特定施設の事前届出 遵守 遵守

･地域別騒音基準の遵守 遵守 遵守

･特定施設の届出 遵守 遵守

･排出基準の厳守 遵守 遵守

･排水濃度の測定･記録､監視 遵守 遵守

･エネルギー管理統括者･管理企画推進者･管理者の選任･解任届出 遵守 遵守

･中長期計画書､定期報告書の提出 遵守 遵守

･登録充填回収業者による適切な引き渡し 遵守 遵守

･証明書の保管 遵守 遵守

･簡易点検､定期点検 遵守 遵守

･点検記録の保管 遵守 遵守

･フロン類算定漏洩量の報告 遵守 遵守

･防火管理者の選任 遵守 遵守

･定期点検､記録の保管 (3年間) 遵守 遵守

･月次点検､定期点検 遵守 遵守

･貯水槽清掃､水質基準の遵守 遵守 遵守

･高圧ガス施設点検､保安責任者届出 遵守 遵守

第1種指定化学物の排出量及び移動量の届出 遵守 該当なし

性状及び取扱いに関する情報(ＳＤＳ)の受取 遵守 遵守

･保守点検､清掃､記録の保管 該当なし 遵守

･定期水質検査 該当なし 遵守

･ばい煙発生施設の届出 遵守 該当なし

遵守 該当なし

遵守 該当なし

･第5次水質総量規制 該当なし 遵守

･小水道条例施設における衛生管理状況調査

  (水道水質調査実施回数及び結果の調査票)

･地下水採取状況の報告 遵守 該当なし

･規制地域内で特定悪臭物質の排出基準を遵守 遵守 該当なし

･環境関連法規制の遵守状況の評価の結果､環境関連法規制等は遵守されていました｡

･再資源化率は97.6% (本社と岡山､両工場で)｡ (食品リサイクル法､事業者ごとの基準実施率(95%)は達成｡)

･なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。
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群馬県の生活環境を保全する条例

悪臭防止法

環境関連法規名 要求事項
遵守評価

廃棄物処理法

食品リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

省エネ法

フロン排出抑制法

消防法

電気事業法

水道法

高圧ガス保安法

化学物質排出把握管理促進法

（PRTR法）

浄化槽法

瀬戸内法

該当なし

水質汚濁防止法

群馬県小水道条例

･排出基準の厳守

・排出濃度の測定・記録

大気汚染防止法

遵守



15、代表者による全体の評価と見直し･指示

（１）　全体を通して
当社事業を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症の影響や、原材料価格、エネルギー価格の上昇等もあり厳しい環境が
継続しております。
このような中で、当社に於かれましては、エネルギーコスト削減や生産性向上、及び製造コスト削減、更には良品製造へ従業員
一人一人がご尽力いただいたお陰で、大きなトラブルもありませんでした。

この一年間、従業員全体が協力して役割を果たしている姿をみて、経営理念である”お客様・商品・人を大切にします”の実現
には人（従業員の皆様）一人一人のお力で支えられていると痛感した次第です。

売上が減少傾向の中、従業員全員で協力し合い無駄のない経営を目指していくことに変わりありません。

環境経営計画・環境目標の実績・取組結果での〇✕判定で、〇判定においても更なる改善を行い、✕判定はソフト面・ハード面
・運用面で改善できるのか分析し改善に努めてもらいたい。

（２）　指示内容
① 食品廃棄物発生量の抑制について

当社事業は食品廃棄物の発生が多い業態であり、また食品廃棄物には不良や作り過ぎによる無駄も含まれる。ロットテストで
設定した条件で本生産できているか日々確認を行いロス削減に努めてもらいたい。本社工場と岡山工場で連携を密にし
良い取り組みは水平展開してもらいたい。

② エネルギーコスト削減
売上に応じて稼働する生産設備の台数の制限と未稼働時の電源オフ（空運転防止）の運用をしてもらいたい。また数十年経過
している設備に関しては、経年劣化で負荷がかかりエネルギー効率が悪化していることも考えられるので更新を検討してもらいたい。
環境関連の研修等あったら積極的に参加し、良い事例は参考にエネルギーコスト削減に努めてもらいたい。環境担当者が中心
となって省エネ活動へ繋がる設備に関して進めてもらいたい。

③ 環境関連法規の遵守について
本社工場岡山工場共に、環境に配慮した経営の実践が求められている。
そのためには未然防止体制が重要であり、各設備の保守点検を徹底し、騒音、排水、廃棄等、関連法規の遵守に努めてもらいたい。
点検及び検査結果の数値をグラフ化して傾向を把握し、問題が生じる前に対応に努めてもらいたい。
定期的な環境法規の確認を忘れずに。

（３）　総括
新型コロナウイルスについては感染症の分類も見直され、人流に変化が現れ消費回復への期待が高まる中で、その反面、世の中
の物価や歴史的なエネルギー費の高騰により、先行き不透明な状況には変わりなく油断はできません。この逆強を乗り越える特効薬
はなく、今後も経費削減や生産性の向上を行うことで競争力・収益力強化の努めなければなりません。また内部努力で吸収しきれない
部分については商品規格の見直しや新たな価値創造へ取り組む必要があります。
会社としても組織としても個人としてもフェアスピリッツと改革への挑戦を大切に飛躍向上の一年にして参りましょう。

環境経営方針 ☑　変更なし □　変更あり
環境経営目標　・　計画 ☑　変更なし □　変更あり
実施体制他　　　　　 ☑　変更なし □　変更あり 実施日： 2023年07年03日
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16、みんなの声

本社工場

担当者 　エコアクション21の取組みを始める前は、正直環境への関心は全くなく、電気はつけっ放し、水も節水に心がけることもありませんでした。

　ですが、取組みを通して節電、節水、ゴミの分別、用紙の裏紙使用など意識するようになりました。引き続き、環境に繋がることをコツコツ

　積み上げ、環境への意識をより高めていきたいと考えております。

担当者 　エコアクション21の取組みを通じて、改善することで成果が出ると、もっと早く行動していれば良かったと思いました。

　分からないことはみんなで知恵を出し合うようになったことが良い点です。そうすることで環境への意識が高まりました。

　今後積極的に取組みを行い、成果を上げていきたいと思います。

担当者 　環境への取組みに関して知識もなく、どのような方法で取組みをしていけば良いのか分からなかったが、みんなからアドバイスをもらい、

　徐々にですが環境への取組みが進み、成果も出始め意識も高まりました。

　取組みした事例を数値化し従業員に共有をし、成果に繋がる取組みを実践していきたいと思います。

工場長 　本社工場は、エコアクション21の取組み始めて4年目になりますが、取組みを始めた当初は環境への意識が弱くなかなか取組みが

　進まなかったが、エコアクション21の取組みを重ねることにより、従業員のみんなが知恵を出し合って、徐々にですが成果が出るようになりました。

　今後成功事例をみんなで共有し環境に対しての意識を高めて、より一層環境への取組みをし成果を上げていきたいと思います。

岡山工場

担当者 　工場全体で省エネの意識が高まってきていると感じています。特に製造部では節水の意識が高く水の出しっ放しが少なくなりました。

　また、管理部主導で主要道路から工場までの道路の清掃を外国人技能実習生と一緒に行うことでコミュニケーションが活発になり

　より良い関係を築くことが出来ています。

　従業員の皆様の日頃からの小さな努力が、大きな成果に繋がっています。ありがとうございます！

担当者 　EA21会議に出席させてもらっていると、各部署の取り組みや課題に対するアクションが非常に迅速になっていると感じます。

　現場での取り組みでは、保管庫や通路の不使用時の消灯が徹底できており現場作業者への周知が出来ていると実感できます。

　省エネに関する掲示物もよく目立つよう掲示されており、EA21の取り組みが軌道に乗ってきていると思います。

　ただ、まだまだ省エネ出来る箇所、活動があると思いますので、気を緩めることなく引き続き省エネ活動を行いたいと思います。

担当者 　エコアクション21に取り組むことで今までよりコストが削減できて更に職場環境が良くなっていると実感しています。

　活動が結果につながり目標値達成に貢献できることでとてもやりがいを感じます。

　これからも会社の発展のために自ら何をするべきか考えて具体的なアイデアを出していきたいと思います。

工場長 　エコアクション21を始めるうえで、どのように作業者に落とし込みや、エコ活動の重要性を伝えていくかが問題になると思っていました。　

　世界情勢(戦争・円安）により、光熱費や原材料が高騰しており、パートナー社員の家庭でもエコ・節約など意識があったおかげで、

　エコアクション２１の落とし込みもスムーズに済んだと思います。

　エコアクション21を取り組んだおかげで、急激な原材料や光熱費の高騰にも、素早い対応が取る事ができ、この活動は非常に重要だと

  自覚しました。

         また業務は日々の改善活動の連続です｡

         仕事をしながら「どうしたらもっとよくなるか」､例えばミスをなくすためににはどうしたらよいか､

         効率を上げるにはどうしたらよいかなどを提案し､結果に結びつくことでモチベーションも上がります｡

         そして当社はチームワークを重視しています｡時には忙しいこともあります｡

         また､難しい課題に取り組むこともあります｡でも､チーム一丸でクリアすることでみんなで達成感を

         味わうことができます｡
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         安全･安心な商品を毎日お客様にお届けし､「美味しい」と感謝されることです｡

編　　集　　後　　記


